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平成２９年第６回 

幸手市教育委員会定例会会議録 

招 集 期 日  平成 29 年 6 月 13 日（火）午前 9 時 30 分 

開 会 場 所 さくら小学校 ランチルーム 

開会の日時・宣告者 平成 29 年 6 月 13 日（火）午前 9 時 30 分 山 西 実 

閉会の日時・宣告者 平成 29 年 6 月 13 日（火）午後 0 時 5 分 山 西 実 

出

席 

状

況 

職  名 氏    名 摘 要 職  名 氏   名 摘 要 

教 育 長 山  西  実 出 席 教 育 委 員 前 田 一 郎 出 席 

職務代理者 中 根 政 美 欠 席 教 育 委 員 満 木 信 吉 出 席 

教 育 委 員  尾島 紗緒里 出 席 教 育 委 員 齊 藤 一 夫 出 席 

 書 記：木 村 博・大 越 歩 美 

議 

 

事 

 

参 

 

与 

 

者 

職   名 氏   名 職   名 氏   名 

教 育 次 長 小 森 谷 進   

総 務 課 長 関 根 一 勝   

学校教育課長  森  祥  一   

社会教育課長  尾  崎  武   

スポーツ振興課長 関 根 智 裕   

吉田幼稚園長  藤 沼 光 市   
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会 議 事 件 名 顛             末 

開    会 

午前 9 時 30 分 

 

 

日程第１ 

 さくら小学校の運

営状況等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 開会を宣する。 

 

 

さくら小学校長 

 さくら小学校の運営状況等について、資料により説明す

る。 

≪質疑≫  

齊藤委員 

 さくら小には、はきはきとした熱心な児童がいる印象をも

っている。 

陸上競技会でさくら小の児童をみて、応援団がすごく良か

った。さくら小の児童へだけでなく、他校の児童にも声かけ

をしていて、感じが良かった。 

さくら小学校校長 

 陸上を専門にやっていた教職員がいるなど、体育において

は、指導力はある。そのような先生を中心として、周りの教

員の指導力も上がってきている。 

 また、競技だけでなく、態度も重視している。 

齊藤委員 

 とても熱心な子が多く、また一丸となっていてよかった。 

満木委員 

 スキルタイムが大変すばらしい。このスキルタイムの時間

と内容を教えていただきたい。 

さくら小学校長 

 時間は１０分間である。内容は、昨年までは、市販のドリ

ルを使用していたが、今年度は県の教育委員会が出している

「コバトン問題集」を冊子にして使用している。 

尾島委員 

 自己チェックカードについて、クラスの内容・様子や校長

先生と各クラスの先生方のコミュニケーションが良く分か

り、保護者の立場からすると、学校の状況等が伺えてとても

よいと感じる。 

前田委員 

 自己チェックカードは職員間での共有のみなのか。 

さくら小学校長 
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日程第２ 

協議事項 

学校施設整備計画につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現時点ではそのとおりである。しかし、個人名などを除い

た形であれば、保護者に向けての配布も可能だと思う。 

前田委員 

 しっかりした内容なので、保護者向けなのかと思った。 

「終了時刻で授業を終了します」に関してだが、終了のベ

ルで授業は終わるものなのか。 

さくら小学校長 

 はっきりいうと、終わらない。やはり、まとめまでは授業

を行う。終わりよりも始まりを重視している。その時間内で

の授業の完結を目指している。 

教育長 

 家庭へ学校の取り組みや先生方の努力をきちんと伝える

ために自己チェックカードの内容を外に出していくことを

検討したほうがよい。 

 

 

総務課長 

学校施設整備計画について、協議を進めて参りたい。協議

資料により説明する。 

≪質疑≫ 

満木委員 

 1 点目は電子黒板についてである。板書は授業において、

非常に重要なものだが、電子黒板にある程度情報を入れてお

いて、効率的に使いこなすことも必要ではないのか。電子黒

板の活用について、検討してほしい。 

学校教育課長 

 導入に向けて、研究を進めていきたい。 

総務課長 

 今年度、学校教育課や先生方と相談しながら、どのような

ＩＣＴ教育を進めていくか、どのようや機材を購入するか、

子どもたちのどのような能力を伸ばしていくかなど、今後の

ＩＣＴ活用の方向性を決めていきたい。そしてそれらを踏ま

えて、機器の購入計画や研修計画を整備していきたい。 

満木委員 

 2 点目はエアコンについてである。小中学校において、児

童・生徒は暑さに慣れることも必要だと考える。そのため、

過度なエアコンの使用に気をつけていただきたい。 

総務課長 
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日程第３ 

前回会議録の承認 

 

 

 

 

 エアコンの運用指針を定めさせていただきたい。学校では

エアコンだけでなく、扇風機やストーブの使用も考えてい

る。それらを使用しながら改定を行い仕上げていく。 

前田委員 

 大規模修繕・改修を行ったのは、上高野小、幸手小、行幸

小の 3 校のみか。 

総務課長 

 さかえ小学校は統合する際に行っている。また、さくら小

も緑台小と東小の統合の際に行っている。未改修の学校は、

権現堂川小、吉田小、八代小、東中学校である。古い学校か

ら順番に改修を行っている。 

前田委員 

 大規模改修の順番は学校を建てた順番なのか。 

総務課長 

 建てた順というわけではなく、老朽化の激しい学校など修

繕料がかかる学校を優先している。 

前田委員 

 大規模修繕・改修を行えば 30 年はもつのか。 

総務課長 

 そういうわけではないが、かなりの年数をもたせるとこが

できるのではないかと考えている。 

教育長 

 大規模改修は国費なのか。 

総務課長 

 条件があるが、基本的には国費を利用している。 

尾島委員 

 エアコン設置はありがたいが、快適になりすぎて、外と中

の気温差についていけないなど健康面で心配がある。 

総務課長 

 健康面にも十分配慮するように、指針に明記したい。 

 

 

教育長 

 前回会議録の内容について質問を求める。 

≪質疑≫ 質疑なし。 

≪承認≫ 全員異議なく承認。 
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日程第４ 

議  事 

議案第１５号 

幸手市就学支援委員会

委員の委嘱について 

 

 

専決報告書第３号 

幸手市教育委員会教育

長の専決処理に対する

報告について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程第３ 

行政報告 

１ 教育長報告 

 

 

 

２ 事務局からの 

主要な報告 

 

学校教育課長 

 幸手市就学支援委員会委員の委嘱について議案書により

説明する。 

≪質疑≫ 質疑なし。 

 ≪採決≫ 全員賛成により原案どおり議決。 

 

 

学校教育課長 

 幸手市体力向上推進委員会の委嘱及び幸手市小中学校教

科等指導員の委嘱について、議案書により説明する。  

≪質疑≫  

前田委員 

 教科指導員の役割とはどのようなものか。 

学校教育課長 

 若い先生方の指導力を高めるために、授業を見ていただ

き、指導していただくことを役割としている 

前田委員 

では、例えば西中に数学の教科等指導員の先生はいないと

いうことなのか。 

学校教育課長 

市全体で委嘱をしており、学校内だけの委嘱ではない、そ

のため、校内の指導だけでなく、他校の指導もしていただく。 

満木委員 

 教科等指導員の先生方はどのように指導するのか。 

学校教育課長 

 新任や 2 年目など年次によって回数が変わるが、1 人だい

たい 2～3 回である。 

 

 

教育長 

１ 各種教育長会議等 

２ 幸手市議会定例会 

 について資料により説明する。 

 

 

教育次長 

１ 平成２９年第２回幸手市議会定例会一般質問（教育委

員会部分）について 
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学校教育課長 

 １ 校長候補者選考及び教頭候補者選考に係る受験予定

者数について 

 ２ 「平和の作文」選考結果について（人権推進課） 

 ３ 平成 29 年度における教科用図書展示会の開催につい

て 

 ４ 6 月の今後の主な行事 

吉田幼稚園長 

 １ 5 月の行事 

 ２ 6 月の行事予定 

 ３ 子育て支援事業 保護者の保育参加「パパママ先生」

体験 

社会教育課長 

１ 初心者のための古文書学習講座 

 ２ 幸手市青少年育成推進員協議会総会・第一回会議 

 ３ さって郷土かるた大会（幸手市子ども会育成連絡協議

会主催） 

４ 埼葛地区人権教育推進協議会総会並びに研修会 

社会教育課長（公民館） 

１ 第 57 回幸手市文化祭第１回実行委員会 

２ 第１回幸手市公民館運営審議会 

３ 幸手市公民館クラブ連絡協議会第 2 回常任理事会 

４ 公民館主催講座 和紙絵画講座 

５ 公民館主催講座 生け花講座 

６ 公民館主催講座 健康パドル体操 

７ 公民館主催講座 マットピラティス講座 

８ 公民館共催事業《いけばな幸手ふれあい教室との共

催》 

９ 公民館共催事業《伝統文化いけばな親子教室との共

催》 

１０ 公民館共催事業 ピラティス講座 《幸手市レクリ

エーション協会との共催》 

１１ 公民館共催事業 《生花鈴木親子教室との共催》 

１２ 公民館共催事業 第 3 回幸手本因坊・子ども本因坊

囲碁大会《幸手市囲碁連盟との共催》 

１３ 公民館主催事業 茶道講座（一期一会の気持ちでお

茶を楽しむ） 

１４ 修繕・工事等 
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１５ 5 月の利用状況 

社会教育課長（図書館） 

 １ 報告事項 

 ２ 利用状況 

 ３ 今後の事業予定 

 ４ 予約の多い図書 

 ５ 購入図書リスト 

スポーツ振興課長 

 １ 体力テスト測定 

２ 市民文化体育館主催事業 

について資料により説明する。 

≪質疑≫ 

前田委員 

 市議会定例会一般質問の松田委員の英語教育の答弁に関

して、詳しく説明していただきたい。 

学校教育課長 

 学習指導要領が改訂され、小学校での英語教育は平成 32

年度から全面実施となり、今年度から3年間は移行期となる。

32 年度からは小学 5・6 年生も中学校と同様に教科として英

語が始まる。また、小学 3・4 年生では話す・聞くといった

英語に親しむ英語活動が始まる。これらに関して、教員の資

質を高める必要があるため、研修等を行う。そして、英語の

授業時間の増加に伴いＡＬＴの人数が不足するため、増員を

考えているというものである。 

前田委員 

幸手市は 32 年度から行うということか。 

学校教育課長 

32 年度までに少しずつ進めていくが、実際に完全実施する

のは 32 年度ということになる。しかし、学校によって英語

活動をすでに行っている学校もあるため、そのような学校に

関しては支援していきたい。 

前田委員 

 市全体で、32 年度以前の全面実施は予定していないのか。 

学校教育課長 

 市全体では前倒しでの実施は予定していない。 

前田委員 

 各学校の校長によって前倒しもありうるのか。あった場合

は市としては支援するということか。 
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学校教育課長 

 そのとおりである。 

前田委員 

 31 年度から始まる学校はありそうか。 

学校教育課長 

 実際に進めている学校はあるが、教科書がない状態なの

で、英語活動である可能性がある。 

教育長 

 国で一斉に始まるのは 32 年度からになる。それまでは移

行期間であり、準備を進める期間である。しかし、方向性が

見えているものなので、各学校で遺漏なく取り組むように指

示を出している。さくら小のスキルタイムのような時間に英

語活動を取り入れている学校もあり、学校独自でテキストを

作成している学校もある。国でも、現在、移行措置に関して

パブリックコメントを集めている状態で、具体的な指針が夏

に公表される予定である。 

学校教育課長 

 さかえ小や吉田小、八代小など市内すべての小学校で移行

期間内に少しずつはじめていく予定である。 

前田委員 

 幸手市の小学校に英語の先生はいるのか。 

学校教育課長 

 英語の免許を所有している教員はいるかもしれないが、小

学校には英語を専門に教える先生はいない。 

教育長 

 教員養成が課題である。児童に英語を教えるための研修が

必要であり、また、英語学習にあてる時間をどうするかも課

題である。 

満木委員 

 英語は反復継続が重要である。先生方は内容を絞り込ん

で、どのようなレベルの内容を反復継続させるか検討し、実

のある授業にしていただきたい。 

学校教育課長 

 3・4 年生では英語をよく聞き、間違えてもいいから話すこ

とを繰り返して、小さい頃から英語を嫌いにならない子ども

たちにしていきたい。 

満木委員 

 一般質問内の学力・学習状況調査についてだが、早寝早起
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や朝ごはんを食べるなど、家庭の生活習慣を学校で毎日チェ

ックしていただきたい。そうすることで家庭での学習習慣が

よくなり、学力が上がると考える。保護者に動機付けを行う

ことが必要ではないか。 

教育長 

 検討していく。 

尾島委員 

 質問は 4 点ある。1 点目が一般質問答弁内にリーフレット

『幸手スタンダード授業 5』とあるが、教育委員の目に触れ

ることはないのか。 

学校教育課長 

 基本的には教員向けである。次回配布させていただく。 

尾島委員 

 2 点目は、学校教育課からの報告事項についてだが、6 月

24 日の自転車埼玉大会とはなにか。 

学校教育課長 

 子どもたちの自転車など交通安全意識を高めるための大

会である。県大会で上位の学校は全国大会に出場する。 

尾島委員 

 3 点目は社会教育課（図書館）の報告事項についてだが、

吉田幼稚園おはなし会でボランティア団体から図書館スタ

ッフに変更したのはなぜか。 

学校教育課長 

昨年度、ボランティア団体から高齢等の理由により、今後

の活動が難しいとの申し出があり、他にどこかおはなし会を

おこなってくれる団体はないかと前吉田幼稚園長に相談さ

れた。その結果、図書館スタッフとなった。 

尾島委員 

4 点目はピアノ演奏体験やヨガレッスンに関してだが、毎

回の参加人数はどのくらいなのか。 

スポーツ振興課長 

 ピアノ演奏体験は毎回、2 人から 7 人ほどで毎月行ってい

る。子どもたちや大人にスタインウェイのピアノの雰囲気を

感じていただくことを目的としている。 

 ヨガレッスンは、10 名から 20 名で毎週行っている。 

満木委員 

 一般質問について、低学力層の底上げに関して答弁があ

り、対策が 3 つ挙げられているが、底上げに関して、学校に
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日程第４ 

その他 

１ 次回定例会の 

日程について 

 

 

 

 

２ 幸手市教科書採

択について及び教育

委員会臨時会の日程

について 

 

 

 

 

 

 

 

３ 教育審議会につ

いて 

 

 

４ 次回定例会協議

事項について 

 

 

 

 

 

５ 各委員から 

おいては、授業を構成する土台についての研究が必要だと考

える。そのためには、読み書きそろばんの反復が不可欠なた

め、学校では徹底的に行ってほしい。また、低学力層の底上

げにおいて、成果を出した他市の研究も行っていただきた

い。 

 

 

各委員の意見を確認した結果、7 月の定例会については、

次のとおり決定する。 

第 7 回教育委員会定例会 

日時 平成 29 年 7 月 11 日（火） 

午前 9 時 30 分～ 

場所 八代小学校 

 

 

学校教育課長 

 道徳の教科書採択について資料により説明する。 

 

各委員の意見を確認した結果、臨時会については、次のと

おり決定する。 

教育委員会臨時会 

日時 平成 29 年 7 月 6 日（木） 

午前 10 時 00 分～ 

場所 幸手市役所 第 1 会議室 

 

 

総務課長 

 教育審議会の検討状況について資料により説明する。 

 

 

総務課長 

次回の協議事項について、幸手市の今後の健康教育につい

て委員の皆様にご協議頂ければと考える。また、八代小学校

は昨年度、健康づくり日本一の賞をいただいた。このことに

ついて、校長並びに関係職員の出席及び報告を予定したい。 

 

 

前田委員 
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閉   会 

午後 0 時 5 分 

 第 8 回定例会以降で、エアコンの導入を受けて、夏休みの

期間について協議したいと考える。 

総務課長 

 第 8 回教育委員会定例会以降での協議事項に予定したい。 

教育長 

 児童生徒にとっての夏休みの意義、働き方改革等の社会情

勢等も総合的に検討し、管理規則を変更する必要性もあるか

もしれない。 

 

 

教育長 

閉会を宣す。 
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他 特 に 重 要 

と 認 め る 事 項 

 

な  し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記会議の顛末を記載し相違ないことを証するため、ここ

に署名する。 

 

 

               平成２９年 ７月１１日 

 

 

 

       教  育  長    山  西  実    

 

署名 

 

       署 名 委 員    満 木 信 吉    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


